
（JAながさき⻄海させぼ広域かんきつ部会） 事業実施期間令和4年度
（⻑崎県）

担い手が、リタイヤする部会員の農地を引き受けながら規模拡大するなど産地は発展しており、一農家当たりのかんきつ栽培面積は平成26年の125aから令和
元年には141aと規模拡大が進んでいる。これに伴い、特に収穫期の労働力不足が顕著となっていることから、部会では、「産地振興委員会」で、労力確保対

策に取り組んできたが、十分な労力確保ができていないことから、新たな取り組みが必要となっている。これまで、取り組んでいる新聞折込等による求人活動
に加え、新たに電子媒体（アプリ（デイワーク）やWEB広告）を活用した募集に取り組むことで、雇用者の確保を図る。

事業実施主体：JAながさき⻄海させぼ広域かんきつ部会 277名

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員
事業の成果⽬標 被雇⽤者の確保数 100名
令和4年度実績：129名
内訳：無料職業紹介事業による雇用者数59名

デイワーク利用雇用者数70人

成果⽬標と進捗

今年度の取組み内容

ア 労働⼒の需給状況の把握（地域の状況及び労働⼒提供可能な者の把握等）

・令和4年6⽉に部会員、277名に対して労⼒確保対策のアンケートを実施し、219名から回答があった（回答率79％）。
・経営規模の意向については、拡⼤12％、現状維持60％、規模縮⼩5％、やめたい2％、無回答21％となった。
・雇⽤⽅法については、知⼈・友⼈が39％、親戚28％、JA無料職業紹介事業19％、シルバー⼈材センター4％、ハローワーク2％等であった。
・今後の収穫時の臨時雇⽤の意向については、増員が40％、現状維持が58％、減員が2％となっており、雇⽤労⼒の確保が求められている。
・収穫時の臨時雇⽤の希望⼈材としては、地域の⽇本⼈が54％、県外の⽇本⼈が13％、就農希望者13％、障がい者11％、外国⼈9％となった。

イ 産地内での労働⼒確保・育成

農業⼀⽇バイトアプリ「デイワーク」の利⽤について、5⽉に部会役員での研修会を開催し、7⽉に先進的に利⽤している⻑野県の視察、8⽉に部会全体で
のデイワーク研修会及び労務管理研修会を開催した。
7⽉の⻑野県視察では、デイワーク利⽤時の課題について、⽀援組織であるJA⻑野中央会、実際に利⽤している農業者への聞き取りを⾏ったところ、就労

者への細かな対応や勤務時間・休憩時間の厳守等、適正な対応をとれば特段の問題点がないことがわかり、具体的な取り組みへ進むこととなった。また、産
地間リレー派遣により⻑野県で働いている外国⼈材の就労状況や、農福連携の取組を視察し、総合的な取り組みを調査することができた。
デイワークの実績
推進実施時期・⽅法：11⽉にスマートフォンアプリのyahoo！japanに広告が出るようし、佐世保市を中⼼として隣接市町までのエリア限定で実施。
利⽤した農家数：6⼾ みかんの着果量が少ない裏年傾向により利⽤農家は少なかった。
マッチング結果：募集⼈数 274⼈、成⽴⼈数 236⼈、マッチング率 86％、リピーター率 62％



事業実施期間令和4年度
（⻑崎名）

今年度の取組み内容
雇⽤実績：70名 男⼥⽐：46（32名）：54（38名）

年齢構成：40代が最も多く40％、次いで20代、50代がそれぞれ20％
登録住所：佐世保市が最も多く41％であった⼀⽅、⻑崎市が17％、県外が14％、近隣だけでなく遠⽅からも就労希望者がいる
どうやってデイワークを知ったのか：WEB広告が最も多く41％、ついで知⼈の紹介

利⽤時の課題等について6⼾の利⽤農家による検討会を2⽉に開催した結果、アプリの利⽤や⾬天時の対応、作業状況等、⼤きな問題もなく利⽤できている
ことを確認した。次年度の課題としては、利⽤農家数を増やしてより多くの募集をかけていくとともに、みかんの農繁期以外でも募集をかけていき周年募集
をしていくことで、登録している作業員が年間通して作業を継続できるような体制が求められている。そのため、かんきつ部会以外の他の品⽬でも利⽤を進
め、JA管内で取り組んでいくよう推進を図っていく。

ウ 他産地・他産業との連携による労働⼒確保
取組なし

エ 労働⼒等のマッチング及びデータベース化
JA無料職業紹介事業に基づく、新聞折込の実施
時期：6⽉は摘果、9⽉、11⽉は収穫を⽬的
雇⽤⼈数：59名

59⼈の状況としては男⼥⽐が2：1、年齢構成は70代が44％、60代が36％と60代以上で80％を占めており、⾼年齢化しているものの、
シーズン通して就労できることがメリットである。登録住所は72％が主産地である佐世保市内、他、隣接市町であり近隣の⼈が登録している。

オ 農業の「働き⽅改⾰」への取組
8⽉に雇⽤に取り組む部会員を対象として開催した研修会では、デイワークの研修会と同時に労務管理能⼒向上研修として、基本的な労務管理の考え⽅や、

⽇雇い雇⽤時の注意点などの講演会を開催し、40名が参加した。

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業（JAながさき⻄海させぼ広域かんきつ部会）



事業実施期間令和４年度
（⻑崎県）

本事業取組みにおける成果項⽬ 次年度以降の取組み内容

・今回はかんきつ部会で取り組んだが、次年度の課題としては、利⽤農
家数を増やしてより多くの募集をかけていくとともに、みかんの農繁期
以外でも募集をかけていき周年募集をしていくことで、登録している作
業員が年間通して作業を継続できるような体制が求められている。その
ため、かんきつ部会以外の他の品⽬でも利⽤を進め、JA管内で取り組ん
でいくよう推進を図っていく。

・JA無料職業紹介事業と農業⼀⽇バイトアプリ「デイワーク」の利⽤を
開始したことにより、129⼈の被雇⽤者を確保することができた。

・JAながさき⻄海が特定技能外国⼈材の雇⽤を開始したことから、3⼾の
農家が3名のカンボジア⼈の期間雇⽤を開始した。

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

（JAながさき⻄海させぼ広域かんきつ部会）



デイワーク利⽤により雇⽤された⼈材70名の状況


